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ＪＲ連合は 12 月 23 日、ＪＲ西労組とともに京都府を訪問し、交通政策に関する意見

交換を実施した。ＪＲ連合からは宮野勇馬企画局長、森安祐貴産業政策局長が、ＪＲ西

労組からは上村良成中央執行委員長、羽野敦之書記長、川端準一総務・財政・政策部長、

京都地本および福知山地本の代表者が参画した。なお、実施にあたってはＪＲ連合地方

議員団連絡会に所属する梶原英樹京都府議のご尽力を賜り、当日も参画いただいた。 
 

西脇隆俊京都府知事との意見交換では、上村中央執行

委員長が政策提言への理解を求めたのに対し、西脇知事

は「国土交通省在職時には交通政策基本法の策定に携わ

った。今後、国民の移動に関する議論の機運が高まると

想定するが、ローカル線が持続可能となる方策を考えな

ければならない」と応え、連携していく考えを示した。 

交通政策課との意見交換では、ＪＲ連合の政策提言に対し「持続可能な地域公共交通

の実現という、自治体の考えも踏まえた内容となっている」との意見を頂いた。その上

で、「奈良線複線化に伴うインフラ整備やローカル線の利用促進策など、できる範囲の支

援を行っていきたい。一方で、府の区域を越える広域の支援には国の関与と財政支援が

肝要である」との考えが示された。その他、ローカル線に関する協議状況や、北陸新幹

線（敦賀以西）の課題について情報交換を行った。 

その後、府民クラブ京都府議会議員団との意見交換で

は「交通に関わる課題について、国と自治体はそれぞれの

役割を果たすべく主体的に取り組む必要がある」との指

摘があった。その他、上下分離などの公的支援や、パター

ンダイヤなどの利便性向上、四国新幹線をはじめ基本計

画路線を見据えた新幹線整備について意見を交わした。 
 

 京都府との意見交換後、奈良線輸送改善プロジェクトのうち、

宇治川橋りょう新設工事や六地蔵駅改良工事の状況を視察し

た。京都府や沿線６市町との協議の結果、複線化にあわせて駅の

バリアフリー化や駅前広場整備、踏切除却、河川改修等を一体で

進めており、ＪＲと地域による連携の重要性を改めて認識した。 
 

ＪＲ連合は、今回得た知見や情報を政策活動に反映させるとともに、今後も課題の解

決に向けあらゆる関係者の理解と協力を求め、「チーム地域共創」を形成するべく、関係

機関との対話を積極的に行っていく。 

京都府議と課題を共有 

工事箇所を視察 

西脇知事と意見を交わす！ 


